
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た
年

末
年
始
。
私
も
93
歳
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
母
を
気
に

か
け
つ
つ
、
帰
省
を
見
送

り
ま
し
た
。
大
阪
に
き
て

44
年
、
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

大
阪
は
今
、
「
維

新
に
よ
る
人
災
」
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
大
阪
市
廃
止
の
住
民

投
票
を
強
行
し
、
存
続
の

民
意
が
示
さ
れ
て
も
な
お
、

条
例
で
「
24
区
を
８
区
に
」

と
、
大
阪
市
の
権
限
も
財

源
も
府
に
移
そ
う
と
す
る

維
新
政
治
。
い
つ
ま
で
制

度
い
じ
り
を
続
け
る
の
か
、

今
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力

を
上
げ
る
時
で
す
。

菅
政
権
も
コ
ロ
ナ
対
策

は
無
為
無
策
で
、
「
自
助
、

共
助
、
公
助
」
の
名
で
憲

法
25
条
の
生
存
権
を
切
り

崩
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
筋
金
入
り
の
抵

抗
勢
力
。
年
金
生
活
で
、

失
う
も
の
・
怖
い
も
の
・

お
金
は
な
い
が
時
間
は
あ

り
ま
す
。
「
楽
し
み
７
分
、

活
動
３
分
」
の
年
金
者
組

合
活
動
を
原
点
に
堺
の
地

で
頑
張
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

堺
北
支
部
長

林

洋
司

１ 北のもず 第56号 2021年1月15日

８
回
目
の
丑
年

を
迎
え
て

今
ま
で
苦
労
し

て
き
た
。
一
番
の
原
因
は
自

由
を
奪
っ
た
戦
争
。
兄
二
人

は
す
で
に
兵
隊
と
な
り
、
父

親
の
急
死
で
働
き
手
が
無
く

合
格
し
て
い
た
中
学
校
に
進

学
で
き
ず
。
15
歳
の
小
さ
い

体
で
軍
事
訓
練
も
受
け
な
が

ら
、
田
中
機
械
製
作
所
で
働

く
。
夜
間
中
学
に
通
う
が
学

費
が
高
く
、
体
も
き
つ
く
卒

業
で
き
ず
。
20
歳
の
徴
兵
で

島
根
県
の
航
空
隊
に
入
隊
。

１
ヶ
月
後
満
州
へ
。
そ
の
年

の
８
月
敗
戦
か
ら
８
年
間
帰

れ
ず
。
日
本
政
府
は
送
る
だ

け
、
帰
国
の
責
任
を
と
ら
ず
。

中
国
帰
り
は
「
ア
カ
」
だ
と

就
職
に
苦
労
す
る
。
北
朝
鮮

人
の
機
械
工
場
で
や
っ
と
雇
っ

て
も
ら
い
、
地
域
で
日
本
共

産
党
の
活
動
も
始
め
る
。
32

歳
か
ら
府
委
員
会
勤
務
で
定

年
を
迎
え
る
。
年
金
者
組
合

は
、
最
後
の
組
織
。
み
ん
な

で
楽
し
い
人
生
を
過
ご
そ
う

と
行
事
、
サ
ー
ク

ル
活
動
に
参
加
。

我
な
が
ら
よ
く
頑

張
っ
て
き
た
。
96

歳
。
身
体
が
不
自
由
だ
が
、

牛
の
歩
み
の
ご
と
く
一
歩
一

歩
ね
ば
り
強
く
、
家
の
中
で

動
い
て
健
康
を
保
つ
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
る
。
佐
竹
卓
一

２
０
２
１
年
は
辛

丑

か
の
と
う
し

牛
は
昔
か
ら
食
料
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
農
作
業
や
物
を
運

ぶ
と
き
の
労
働
力
と
し
て
、
人

間
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
物

で
し
た
。
私
も
、
酪
農
家
に
育

ち
、
牛
と
と
も
に
生
活
し
て
き

ま
し
た
。
大
変
な
農
業
を
地
道

に
最
後
ま
で
手
伝
っ
て
く
れ
る

様
子
か
ら
、
丑
年

は
「
我
慢
」
や

「
発
展
の
前
ぶ
れ
」

を
表
す
年
に

な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
丑
年
の
出
来
事
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
９

６
１
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
放
送
開
始
。
73
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
我
慢

の
象
徴
の
よ
う
な
年
に
な
り
、

85
年
に
は
フ
ァ
ミ
コ
ン
ソ
フ
ト

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
」
が
発
売
さ
れ
大
人
気
。
97

年
に
は
消
費
税
が
５
％
へ
引
き

上
げ
が
大
き
な
話
題
に
。
09
年

に
は
、
政
権
交
代
や
裁
判
員
制

度
が
開
始
。
こ
う
し
て
見
る
と

丑
年
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
新
し
い
こ
と
が
始
ま
っ
た
年

が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
の
も
と
、
ま
だ

ま
だ
堪
え
忍
ぶ
年
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
数
年
前
か
ら

市
民
と
野
党
の
連
合
な
ど
の
つ

な
が
り
が
広
が
る
な
か
で
育
っ

て
き
た
新
た
な
発
展
の
芽
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
芽
を
さ
ら
に
大

き
く
育
て
て
、
21
年
の
丑
年
は
、

希
望
あ
る
年
に
し
た
い
で
す
。

己
丑
Ｓ
24
年
生

巽

照
子

全日本年金者組合大阪堺北

堺区北花田口町３－１－15

東洋ビル３Ｆ ℡221-8384

連絡先 林 洋司 080-3805-1954

nfo@kitanomozu.main.jp

ススキの岩湧山頂にてドローンを操作して… 柴 敏行

新春のつどいは中止
１月31日に予定していました

新春のつどいは、コロナの感染

が拡大している状況により、中

止いたします。

大泉池の向こう 二上山に上がる初日の出 西村恒男



12
月
の
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

で
、
堺
北
支
部
活
動
方
針
の
ひ

と
つ
で
あ
る
高
齢
者
の
見
守
り

支
援
策
「
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
学
習
会
を
開
き
3
名

の
方
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
堺
市
社
協
か
ら
、
事

例
も
含
め
、
安
心
連
絡
シ
ー
ト

の
仕
組
み
と
効
果
機
能
の
お
話

を
。
次
に
支
部
か
ら
、
高
齢
者

が
利
用
で
き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
情
報
提
供
の
呼
び
か
け
。

最
後
にNPO

法
人
「
結
い
の
会
」

か
ら
、
「
ワ
ン
コ
イ

ン
助
っ
人
隊
」
の
家

事
援
助
事
業
に
つ
い

て
の
報
告
。
質
問
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く

高
齢
期
を
支
え
る
町

づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
合
う
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

林

洋
司

☆

詳
し
く
資
料
を
作
っ
て
い

た
だ
い
て
助
か
り
ま
す
。
妻
が
、

今
、
入
院
中
で
す
が
、
退
院
し

て
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
い
ろ
い
ろ
利
用
で
き
る

制
度
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

谷
川

眞

☆

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
具
体
的
に
知
り
た
い
と
思

い
、
参
加
し
ま
し
た
。
北
区
の

高
齢
者
の
動
向
や
事
例
を
聞
き
、

命
を
守
る
た
め
に
身
近
な
窓
口

と
し
て
安
心
連
絡
シ
ー
ト
や
安

心
連
絡
カ
ー
ド
の
必
要
性
を
感

じ
た
。
見
守
り
・
安
否
確
認
の

取
り
組
み
は
行
政
で
行
っ
て
は

い
る
が
、
更
に
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
を
伝
え
る
努
力
を
し
て
改
善

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
地
域
の

繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

現
状
が
あ
り
、
も
っ
と
浸
透
さ

せ
知
ら
せ
る
努
力
が
必
要
だ
と

感
じ
た
。
連
絡
シ
ー
ト
に
関
す

る
質
問
や
、
高
齢
者
・
独
り
暮

ら
し
・
障
害
者
に
対
応
す
べ
き

貴
重
な
意
見
も
多
数
出
た
。
参

考
意
見
と
し
て
、
信
頼
で
き
る

人
と
お
互
い
の
安
否
確
認
す
る

方
法
を
取
り
決
め
て
い
る
な
ど
、

人
間
関
係
の
大
切
さ
を
教
え
ら

れ
た
。

森
田
ま
き
子

北
区
で
は
高
齢
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

戦
争
中
は
「
産
め
よ
、
増
や

せ
よ
」
と
、
子
だ
く
さ
ん
が
当

た
り
前
の
時
代
で
し
た
。
小
生

も
7
人
兄
弟
で
し
た
。
兼
業
農

家
で
し
た
の
で
、
農
繁
期
に
は

手
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

や
が
て
政
府
は
高
度
成
長
政
策

を
と
り
、
安
い
労
働
力
を
必
要

と
し
、
集
団
就
職
を
勧
め
た
。

労
働
者
は
日
本
の
経
済
を
支
え

ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
で
す
。
や
が
て
、
海
外
の
低

賃
金
の
国
に
進
出
政
策
を
と
り

ま
し
た
。
当
然
日
本
の
産
業
は

衰
退
の
方
向
へ
。
日
本
の
産
業

を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
で
働

く
労
働
者
7
割
の
人
を
始
め
と

し
て
、
賃
金
を
下
げ
る
政
策
を

と
り
ま
し
た
。
当
然
の
結
果
、

結
婚
も
子
ど
も
も
望
め
な
い
人

が
増
え
ま
し
た
。
少
子
化
時
代

で
す
。
高
齢
者
が
相
対
的
に
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
が
医
療
費
の
無
駄
遣

い
を
し
て
い
る
と
の
印
象
操
作

が
な
さ
れ
、
軍
事
予
算
は
増
え

る
一
方
で
す
。
Ｆ
35
戦
闘
機
の

よ
う
な
欠
陥
戦
闘
機
を
何
千
億

以
上
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
言
わ
れ

る
ま
ま
に
購
入
で
す
。

今
ま
で
の
日
本
の
経
済
を
支

え
て
き
た
の
は
今
の
高
齢
者
で

す
。
安
心
し
て
老
後
を
送
れ
る

よ
う
に
す
る
の
が
政
府
の
公
助

と
し
て
の
役
割
で
す
。
高
齢
者

を
大
切
に
す
る
こ
と
は
次
に
続

く
若
い
方
々
に
も
安
心
を
与
え

ま
す
。
若
い
世
代
と
高
齢
者
を

対
立
さ
せ
あ
お
る
の
は
危
険
で

す
。
そ
の
こ
と
を
頭
に
入
れ
て

共
助
・
自
助
を
と
思
い
ま
し
た
。

学
習
会
で
の
「
安
心
ネ
ッ
ト
」

を
も
う
一
度
読
み

直
し
な
が
ら
、
助

け
合
っ
て
活
用
し

よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
高
齢
者
は
政
府
や

国
に
も
っ
と
怒
り
を
も
っ
て
と

思
い
ま
し
た
。

次
の
勉
強
会
に
は
災
害
時
に

ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
を
テ
ー

マ
に
希
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
岡
町
在
住

75
歳

男

独
り
暮
ら
し
の
生
活
と
な
り
、

早
６
年
。
83
歳
と
な
っ
た
今
一

番
の
心
配
に
な
る
こ
と
は
、
ま

ず
「
夜
中
に
思
わ
ぬ
こ
と
が
あ

れ
ば
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」

次
に
「
入
浴
中
に
思
わ
ぬ
こ

と
が
あ
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
？
」

考
え
た
だ
け
で
も
心
配
ば
か

り
つ
の
り
ま
す
。

病
院
の
職
員
の
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
ま
し
た
。
「
何

か
あ
っ
た
時
に
助
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
家
の
合
鍵

を
知
人
に
預
け
る
。
風
呂
に
入

る
と
き
は
、
必
ず
携
帯
電
話
を

持
っ
て
入
る
」
こ
れ
に
従
い
、

合
鍵
を
こ
の
か
た
に
預
け
、
入

浴
は
時
刻
を
決
め
、
そ
れ
も
知

ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
、
洗

濯
物
が
干
し
て
あ
り
、
夕
方
取

り
入
れ
て
い
る
か
、
お
互
い
に

気
に
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
時
々
報
告
し
あ
う
。
こ

れ
は
何
よ
り
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
て
私
は
現
在
、
午

前
中
は
事
務
の
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
お
り
ま
す
。

陶
山
暁
子
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お話も質問も実りの多い時間でした

組合員のみなさんには組合費納入につき、ご協力

をいただきありがとうございます。

今年度組合費未納分の納入をお願いします。

組合費の月額は、共済もしくは厚生年金受給の方

は、年金月額の0.4％（最高額900円）です。国民年

金、無年金または受給年齢に達していない方は、基

本月額200円プラス機関紙代100円（計300円）です。

組合費使途の内訳は、半額を府本部・中央に納入、

残った半額を支部の活動・行事などの諸費用に当て

ています。

今年度の会計期間も残り２ヶ月余りとなりました。

つきましては、３月末日までに、20年度分の組合費

未納分を、最寄りの役員に納入してくださるようお

願いします。近くに役員がいない場合は、郵便振り

込みができます。 また今年度、年金受給資格に達

した方は、来年度４月からの組合費を、前述の算定

方法で改定してお納めくださるようお願いいたしま

す。組合費や納入方法などについて疑問やご質問が

ございましたら、岡井までお電話ください。

財政担当 岡井秀生

℡ 072-253-9079 携帯 090-9710-9079



3 2021年1月15日 北のもず 第56号

２０２１年

１・２月

日程表

年金者生活の井澤康子です。ステイホーム

が続くので、俳句を始めました。

＊重箱におせちと夢を詰め合わせ

＊前向きに生きんと思う初日記

どうぞ宜しくお願いします。

井澤 康子（金岡校区）

映画や歴史散歩など楽しいとりくみが

やられていることを知り、年金者組合に

入りました。

みなさんと一緒にいろんなとりくみに

参加するようにしたいと思います。

大堀 英（東三国丘校区）

日 行 事 場 所 時 間

１/３１（日） 新春のつどい中止 市民センター １３：００

〃 ｢北のもず」原稿締切

２/３（水） おしゃべりカフェ 市民センター １０：００

１０(水） ｢北のもず」校正会議 １８：３０

１２（金） 三役会議 市民センター ９：３０

１９（金） 支部委員会 市民センター １３：００

山本 美登利

約10ケ月余、世界中をパンデミック禍に引き込んだ

コロナウィルスは、より強い感染力をもつ異種変化を

も起こし、更なる脅威を振り撒いている様相です。

さて今月は、先月述べた肝臓と並ぶ大切な臓器、腎

臓のお話です。腎臓には主に五つの働きがあります。

①腎臓の中に100万個あるネフロンという組織は、

糸球体と呼ばれる毛細血管のかたまりと、それを

包む組織および尿細管で構成されています。この

糸球体が血液をろ過→尿細管で尿に→尿中から老

廃物などを排泄します。

②血圧が高いとき・低いとき、塩分とおしっこの量

をコントロールして血圧を調整します。

③不要なものを排泄しながら、体に必要な物を再吸

収し体内に留める働きは、体内のイオンバランス

を安定させ、血液を弱アルカリ性に保っています。

④肝臓で蓄積され腎臓に来たビタミンDを活性化さ

せ、小腸からのカルシウムとり入れを促して骨を

丈夫にします。

⑤造血刺激ホルモンを分泌し、骨髄で造られている

赤血球の生産を促しています。

腎臓の働きが低下すると免疫力が弱まるといいます。

十分な水分補給とバランスの取れた栄養摂取が大事

です。そのためにも、自分自身の身体を日頃からよ

く知り、いたわる生活をこころがけることが鍵だと

言えます。

今年こそは、感染症の脅威から解放され、命を守り、

未来を展望できる市民生活の構築を目指しましょう。

QRコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ。

２月のおしゃべりカフェ

ある日のオルガン
２月３日(水)１０時～１２時
映画代無料 お茶・菓子代１００円

市民センター２Ｆ



北堺パソコンの会 原則、第1・第2木曜日

2月4日（木）11日（木）

１０時～１５時 （午前：講座）（午後：相談会）

会場：サンスクエア堺 会費：１回ごとに５００円

定員：１３０名 ※初参加の方、事前に連絡をください。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

堺東カラオケ会 ※毎月第３水曜

２月１７日（水） 午後２時～５時

会場：歌芳（かほ） 市民会館西側 アトムビル ２階

連絡先：高橋 ０９０-６２４７-０１８９

おきがる料理の会 ※毎月第3月曜

2月１５日（月） ９時～１２時

会場：サンスクエア堺 会費：５００円 ※会員で欠席の

時は必ず連絡ください。（材料購入の為）

※新会員の参加をお待ちしています。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

ヘルシークッキングの会

２月１６日（火） ９時～１２時

会場：サンスクエア堺 エプロンと頭巾持参

会費：５００円 ※初参加ご希望の方と、会員で欠の方は

ご連絡ください。

連絡先：速水 ２５３-６６６２

絵手紙の会 原則、第２水曜

2月１０日（水） １０時～１２時 会費：２００円

場所：サンスクエア堺。 連絡先：寺崎 ２８７-２４７３

うたごえサークル 原則、第３土曜日

２月２０日（土） 午後２時〜４時

会場：サンスクエア堺Ｂ棟地下 第5会議室

参加費：３００円 連絡先：飛谷 ０９０-４４９６-７３５３

囲碁サークル 原則、第２・第４火曜、今月変更！

２月９日（火）・２４日（水）午後１時～４時

会場：サンスクエア堺 会費：２００円

連絡先：佐竹（入院中） ２５３-３９８０

折り紙の会 ※原則、第４水曜 ※1月は変更

２月２４日（水） 午後１時３０分～

会場：サンスクエア堺 参加費：２００円

※用具と折り紙など、すべて用意しています。

連絡先：森 237-９４５６

お菓子をつくる会

２月１９日（金） 午前９：３０～

会場：サンスクエア堺 次回は、４月１６日（金）

※初参加と会員で休まれる方は連絡ください。

連絡先：吉田 ０９０-８２１３-８２１６

そてつ読書会 ※原則、第４水曜

２月２４日（水 ）午前１０時～１２時

課題書：「幼年時代」 室生犀星著

会場：サンスクエア堺 会費：無料

※本は会で用意します。 連絡先：尾田 ２５５-１６７２

ハイキング 月会費：２００円

例 会 ２月１４日 （日） 金剛山

集 合： 南海高野線 北野田駅下りホーム８時３０分

コース： 河内長野駅下車→バスで金剛山登山口→

金剛山→ロープウェイ下

例会外 ２月２８日（日） 風吹き岩

集 合： 阪急梅田駅 ３F改札口 ８時３０分

コース： 阪急梅田→芦屋下車→高座の滝→風吹き岩→

横池雌池→岡本梅園→岡本

※当日朝６時現在の天気予報で、降水確率50％以上の

時は中止します。 連絡先：西村 ０９０-９８６５-５４７７

歴史散歩 えっ 天然記念物が放し飼い！

北助松から泉大津へ

２月５日（金） 雨天中止 歩行距離4.5㎞

集合：南海本線堺駅 改札前 ９時５０分

和歌山市行各停１０時０６分乗車→北助松下車

参加費用：１００円 持ち物：お出かけ応援カード

※昼食：南海本線泉大津駅周辺で摂る予定

連絡先：岡井 ２５３-９０７９ ０９０-９７１０-９０７９

北堺卓球クラブ 金岡体育館 （大体育室）

２月１２日（金）・２６日（金） いずれも 午後３時～５時

※遅刻、欠席は必ず１０分前迄に連絡を！

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ０９０-９１６６-９９４４

消しゴム版画を楽しむ会

２月２８日（日）午後１時３０分～３時３０分

場所：「ぼちぼち亭」です。 ※参加は確認を！

※材料等は用意します。彫刻刀などあればご持参を。

連絡先：小林 ０９０-５６５９-４１３５

川柳の会 原則第２土曜日

２月１３日（土） 午前１０時～１２時 会費：２００円

場所：なごみ 連絡先：堀西 ０９０-２１１１-９７９４

年金麻雀の会 ※第３土曜、第4水曜日

２月２０日（土） 午後１時～５時

２月２４日（水） 午後１時～５時

会場：新金岡市民センター

※初参加の方は事前に連絡ください。

連絡先：吉岡 ０９０-３７２４-２８７４4
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コロナ感染状況により中止の場合があります。

参加者は念のため各サークルへご確認を！



今
ま
で
熱
心
に
や
っ
て
き
た

ス
ポ
ー
ツ
、
若
い
頃
は
ス
キ
ー
、

次
に
テ
ニ
ス
、
し
ば
ら
く
間
が

あ
い
て
ゴ
ル
フ
。
一
生
の
趣
味

に
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
続
け

た
が
、
歳
と
共
に
身
体
の
方
が

つ
い
て
ゆ
け
ず
断
念
。

シ
ニ
ア
に
な
っ
て
始
め
た
の

が
卓
球
。
室
内
な
の
で
シ
ミ
も

気
に
せ
ず
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
そ
れ
な
り
に
プ
レ
ー
が
で
き

そ
う
。
始
め
て
ま
だ
２
年
弱
。

卓
球
好
き
な
仲
間
に
も

会
え
、
会
話
も
増
え
る
。

少
し
ず
つ
上
達
す
る

こ
と
を
信
じ
、
汗
を
か

い
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

松
本
幸
子

11
月
22
日
（
晴
）
、
今
日
は

岩
湧
山
！

初
め
て
登
る
山
に

気
分
は
ワ
ク
ワ
ク
！

高
野
線
河
内
長
野
下
車
、
滝

畑
ダ
ム
行
き
の
バ
ス
に
乗
車
。

あ
っ
！

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
知
っ

て
る
♪

そ
の
後
見
知
ら
ぬ
景
色
に
目

を
奪
わ
れ
な
が
ら
終
点
下
車
。

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
頂
上
目
指
し

て
出
発
。
見
ご
た
え
の
あ
る
景

色
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
だ
よ
。

皆
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、

長
い
長
い
登
山
道
を
ひ

た
す
ら
歩
く
…
。

ワ
ア
～
と
広
が
っ
た

す
す
き
一
面
と
、
周
り

の
景
色
に
心
躍
ら
せ
な

が
ら
、
頂
上
ま
で
の
す

す
き
野
を
「
ゆ
っ
く
り
、
し
っ

か
り
楽
し
も
う
ね
」
と
声
か
け

ら
れ
、
長
い
長
い
木
の
階
段
を

一
歩
一
歩
踏
み
し
め
る
。

あ
あ
。
今
日
も
弁
当
美
味
し

景
色
も
う
ま
し
。
ま
た
参
加
す

る
ね
。

赤
壁
素
子

12
月
８
日
、
献
立
は
、
鶏
の

ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
野
菜
サ

ラ
ダ
、
パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
。
鶏

の
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
は
、
ス
ー

プ
が
と
て
も
お
い
し
く
て
、
今

ま
で
に
食
べ
た
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー

の
中
で
、
一
番
の
美
味
し
さ
で

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
と
ロ
ー

ル
パ
ン
も
シ
チ
ュ
ー
に
と
て
も

良
く
合
い
ま
し
た
。

食
後
は
、
苺
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー

キ
と
コ
ー
ヒ
ー
。
ケ
ー
キ
は
、

手
作
り
し
た
ス
ポ
ン
ジ
に
各
自

が
生
ク
リ
ー
ム

の
ホ
イ
ッ
プ
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性

が
出
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
も
紙
の
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
を
各
自
で
た
て
、
ホ
ッ

と
し
た
気
分
に
な
り
、
早
め
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し

て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
１
月
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

金
子
征
子

黒
牡
丹
は
ウ
シ
の
異
称
で
す
。

く
ろ
ぼ
た
ん

唐
の
時
代
、
劉
訓
の
牡
丹
観
賞

に
招
か
れ
た
客
が
、
門
前
の
た

く
さ
ん
の
牛
を
見
て
、
そ
れ
を

劉
氏
の
黒
牡
丹
だ
と
言
っ
た
と

い
う
故
事
に
因
み
ま
す
。

黄
牛
は
飴
色
の
牛
で
、
性
質

あ
め
う
し

温
順
、
上
等
と
さ
れ
ま
し

た
。牛

の
歩
み
は
、
遅
い

こ
と
の
た
と
え
で
す
。

議
会
で
も
牛
歩
戦
術

が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
ね
。
牛
は
、
馬
に

比
べ
て
遅
く
劣
っ
た

も
の
と
さ
れ
が
ち
で
、

「
牛
を
馬
に
乗
り
換
え
る
」
と

い
え
ば
、
劣
っ
た
も
の
か
ら
優

れ
た
も
の
に
乗
り
換
え
る
こ
と

で
す
。

し

か

し

、

「
牛
に
引
か
れ

て
善
光
寺
参
り
」

は
、
信
濃
の
国
の
老
女
が
牛
を

追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
、
善

光
寺
に
行
っ
た
と
い
う
伝
説
か

ら
、
偶
然
良
い
方
に
導
か
れ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

坂
本
多
美
子
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大
西
孝
子

ビ
ル
の
間
を
さ
し
く
る
朝
日
の
帯
の
な
か

薔
薇
色
と
な
る
公
園
の
木
々

煮
含
め
む
と
黒
豆
水
に
浸
し
お
く

明
日
も
生
き
な
ん
命
信
じ
て

金
森

薫

は
や
ぶ
さ
や
届
く
初
春
玉
手
箱

待
っ
た
な
し
コ
ロ
ナ
押
し
出
す
初
相
撲

南

正
夫
坊

ア
マ
ビ
エ
を
エ
ビ
マ
ヨ
と
言
う
あ
わ
て
者

ま
た
一
年
一
年
毎
の
針
の
あ
と

ー
透
析
を
受
け
て
ー

古
賀
光
政

見
苦
し
い
あ
の
手
こ
の
手
と
勝
つ
ま
で
と

拡
大
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
高
齢
者

短
歌

俳
句

川
柳

汗びっしょりで、球に向かう

おいしかったクリスマスメニュー

ドローンから岩湧山頂の全容を臨む
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「お地蔵様」にこだわっ

て、前回の東東雲町の東側

へと歩いて行きます。府道18

7号大堀堺線を挟んで、１丁、

２丁に町が分かれ、２丁の北

側は大和川と合流した西除川

に挟まれています。地下鉄御

堂筋線北花田駅の手前の浅香

山団地（府営と公団がある）が３

丁です。この団地の一部が1989年

３月に完成したらしく、記念碑が

ありました。この辺り東浅香山地

域は他の町と比べ、広域です。か

つてはたんぼと低い山が広がって

いたのでしょうか？

大堀堺線は昭和10年頃、東西を結ぶ線として新たに付け

られた道です。小松清生氏による『歴史たんけん堺』によ

れば、それ以前より、浅香山稲荷神社への参詣道、それに、

堺と奈良を結ぶ道はあったとのことです。今回は、同書に

拠るところ大です。その表紙にもなっている昔の絵に描か

れた道を、小松氏の案内で歩きました。寒い中、テクテク

歩けど、お地蔵様は見つかり

ません。自転車で走り回って

いる私のテリトリーなのですが、お地

蔵様の記憶もありません。ついに、元

生協の店のあった近くに、道標のよう

な小さなお地蔵様が祀られているのを

発見。小松氏が「右はせみ○○○○たき谷さくらい○○○

○○○山三宅村がど村道」と解読（？） 花もおりんもあ

りました。これらから同氏は、「ここは大事な場所やった

のではないか？」と推察。

「あとはないなー」と浅香稲荷神社の方へ歩いて行くと、

Ｓ様宅の敷地内に立派なお地蔵様を見つけました。勝手に

中をのぞいたり写真を撮ったりしていたら、不審に思われ

たのか、その家の主婦の方が出て来られました。このお地

蔵様はＳ様の曾祖母のときに建てられ、お祀りされてきた

ようです。夏には子ども達に地蔵盆祭りもして、地域の方々

と共に守って来られたそうです。

３丁にある府営住宅の集会所横にもう一つお地蔵様が祀

られていました。新しい年を迎えられるように、花も活け

られているのを見て嬉しくなりました。

中
村

哲

『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

診
療
所
か
ら

』

著
者
の
中
村
医
師
は
、
19
年

12
月
４
日
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
武
装
組
織
に
銃
撃
さ
れ
亡
く

な
っ
た
（
享
年
73
歳
）
。

著
者
は
、
登

山
隊
に
参
加
し

て
初
め
て
パ
キ

ス
タ
ン
を
訪
れ

た
際
、
山
岳
地

帯
で
自
給
自
足

の
暮
ら
し
を
す

る
村
々
で
一
目
で
病
人
と
分
か

る
人
に
追
い
縋
ら
れ
な
が
ら
も

見
捨
て
ざ
る
を
得
ず
、
職
業
人

と
し
て
深
い
傷
と
な
っ
て
残
っ

た
と
い
う
。

そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ン
に
接
す

る
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
病
院
に
ら
い
病
対
策
支
援

・

・

・

で
着
任
。
絶
望
的
な
状
況
に
お

か
れ
た
患
者
た
ち
の
無
惨
な
姿

に
接
し
苦
悩
し
、
人
々
に
よ
り

深
く
寄
り
添
っ
て
い
く
。

ア
フ
ガ
ン
に
侵
攻
し
た
ソ
連

軍
が
撤
退
す
る
と
、
復
興
支
援

ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
が
、
湾
岸

戦
争
の
勃
発
で
、
欧
米
人
は
現

地
を
去
る
。

逆
に
、
中
村
医
師
は
ア
フ
ガ

ン
に
診
療
所
を
設
け
、
武
力
抗

争
や
略
奪
が
横
行
す
る
中
で
も

決
死
の
覚
悟
で
非
武
装
を
徹
底

し
、
よ
そ
者
を
警
戒
す
る
村
人

・

・

・

の
信
頼
を
得
る
。
乾
い
た
大
地

に
用
水
路
を
設
け
、
砂
漠
を
緑

に
変
え
た
中
村
医
師
。

現
地
で
は
「
カ
カ
・
ナ
カ
ム

ラ
（
中
村
お
じ
さ
ん
）
！
」

大
西
孝
子

第２９２回

参加者５人

羽子板を見立てたタペストリー

ハーブのレモングラスを三つ
編みにした締め飾りです。良
い香りがします

大窪道代
米田篤子

河内 都 森田紀代子
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